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令和５年度青森県公立学校教員採用候補者選考試験 前年度からの主な変更点等

１ 採用見込数

校種等 Ｒ５年度（今年度実施） Ｒ４年度（昨年度実施） 前年度比

小学校教諭 約１３０人 約１１０人 ＋２０人

中学校教諭 約 ８０人 約 ６５人 ＋１５人

高等学校教諭 約 ２０人 約 ３０人 △１０人

特別支援学校教諭 約 ４０人 約 ４０人 増減なし

養護教諭 約 ５人 約 １０人 △５人

栄養教諭 若 干 名 若 干 名 －

合計 約２７５人 約２５５人 ＋２０人

（参考 Ｈ３０年度～Ｒ３年度の採用見込数）

校種等 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｈ３１年度 Ｈ３０年度

小学校教諭 約１２０人 約１３０人 約１１０人 約１００人

中学校教諭 約 ６５人 約 ６０人 約 ４０人 約 ３５人

高等学校教諭 約 ３５人 約 ５０人 約 ６５人 約 ５０人

特別支援学校教諭 約 ３５人 約 ３０人 約 ３０人 約 ３０人

養護教諭 約 １５人 約 １５人 約 ２５人 約 ２５人

栄養教諭 若 干 名 － － －

合計 約２８５人 約２８５人 約２７０人 約２４０人

２ 高等学校教諭及び特別支援学校教諭(高等部)の募集教科（科目）

（１）高等学校教諭

今年度募集する 今年度新たに募集する 昨年度実施したが今年度は

教科（科目） 教科（科目） 募集しない教科（科目）

国語、公民、地理歴史、数学、物理、化学、 美術 音楽

生物、美術、書道、保健体育、家庭、英語、 書道 商業

農業（作物・園芸・食品化学）、工業（土木）、 工業（電気・電子）

工業（建築）、水産（水産食品）、 工業（機械・電子機械）

水産（水産工学）、情報 看護

<１８教科（科目）> <２教科（科目）> <５教科（科目）>

（２）特別支援学校教諭（高等部）

今年度募集する 今年度新たに募集する 昨年度実施したが今年度は

教科（科目） 教科（科目） 募集しない教科（科目）

国語、公民、地理歴史、数学、物理、 美術 音楽

化学、生物、美術、書道、保健体育、 書道

家庭、英語、

農業（作物・園芸・食品化学）、情報

<１４教科（科目）> <２教科（科目）> <１教科（科目）>
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３ 人物評価方法の変更

第一次試験の日程を筆記試験のみの１日とし、第二次試験における人物評価を、模擬授業・

個人面接から集団討論・個人面接に替えて実施します。

＜従来の日程＞

第一次試験（２日間の日程） 第二次試験（２日間の日程）

① 筆記試験 ① 面接（模擬授業・個人面接）

・一般・教職教養試験 ① 適性検査

・専門教科試験 ② 小論文

・特別支援教育に関する事項 ③ 実技試験

② 集団討論 ・小学校（音楽・体育）

・中学校・高等学校（音楽、美術、書道、

保健体育、家庭、英語）

※ 令和３年度及び４年度（令和２年度及び３年度実施）の第一次試験において、集団討論

の会場が密になるため実施を中止した。（１日の日程とした。）

また、第二次試験において、小学校の実技試験の実施を中止した。

＜変更後の日程＞

第一次試験（１日の日程） 第二次試験（２日間の日程）

筆記試験 ① 面接（集団討論・個人面接）

・一般・教職教養試験 ② 適性検査

・専門教科試験 ③ 小論文

・特別支援教育に関する事項 ④ 実技試験

・小学校（音楽・体育）

・中学校・高等学校（音楽、美術、書道、

保健体育、家庭、英語）

※ 小学校受験者（併願者を除く。）のうち、現に国立学校又は他都道府県等の公立学校に

おいて小学校の正規の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭（任期付又は臨時

的任用である者を除く。）であり、令和５年３月３１日現在で３年以上の経験を有する者

は、第一次試験が免除となる。

４ 高等学校家庭における調理師資格所有者を対象とした社会人特別選考

高等学校の家庭科教員において、調理師資格所有者を対象に社会人特別選考を実施します。

区分 校種等
教科

受 験 資 格
（科目）

１ 民間企業等に、正職員として、令和４年５月３１日ま

でに５年間以上の勤務経験を有する者（私立学校教員や

専門学校講師などとして教育に関連する事業等に従事す

社会人 る期間を除く。）

特別選考
高等学校 家庭

２ 出願時に調理師の資格を有する者

３ 高等学校家庭の普通免許状を有しない場合は、上記１、

２に加え、特別免許状の取得要件及び出願時に３年間以

上調理に関連する業務又は調理の実務経験を有する者

５ 試験会場の変更

第一次試験会場であった青森中央高等学校を、青森北高等学校に変更します。


